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生体親和性高分子

中間水

自由水

不凍水

タンパク質

水との相互作用？

理解と制御or

親和性あり？

親和性なし？

合成技術 －生体親和性高分子の設計・合成・機能制御－
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精密重合法を用いた高分子構造の制御



最近のトピック：生体親和性の精密制御を達成

†: p < 0.05, ††: p < 0.01, mean  SD 
n = 9 (3 donors  3 substrates) 
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PMEAの側鎖間隔を緻密に制御し、物性を制御することに成功
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血小板粘着抑制能の変化
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低温結晶形成と血小板粘着数の関係

高分子構造の制御により、水和構造と生体親和性の制御を達成

T. Sonoda et al., Macromolecules 2020, 50, 8570-8580.

高分子の精密合成を通じて中間水量と生体親和性の制御を達成！

downup ガラス転移温度・親水性・中間水量


